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【昨日の市況概要】 公示仲値 144.08

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD

TKY  9:00AM 143.73 1.1136 160.05 1.3377 0.6915
SYD-NY High 144.53 1.1143 160.91 1.3389 0.6934
SYD-NY Low 142.96 1.1046 158.43 1.3237 0.6858
NY 5:00 PM 143.57 1.1068 158.87 1.3287 0.6883

終値 （前日比） 終値 （前日比）

NY DOW 42,156.97 ▲ 173.18 日本2年債 0.3800% 0.0000%

NASDAQ 17,910.36 ▲ 278.81 日本10年債 0.8500% 0.0000%

S&P 5,708.75 ▲ 53.73 米国2年債 3.6054% ▲0.0388%

日経平均 38,651.97 732.42 米国5年債 3.5077% ▲0.0542%

TOPIX 2,690.78 44.84 米国10年債 3.7306% ▲0.0551%

ｼｶｺﾞ日経先物 38,195.00 ▲ 70.00 独10年債 2.0415% ▲0.0895%

ﾛﾝﾄﾞﾝFT 8,276.65 39.70 英10年債 3.9385% ▲0.0685%

DAX 19,213.14 ▲ 111.79 豪10年債 3.9870% 0.0210%

ﾊﾝｾﾝ指数 - - USDJPY 1M Vol 12.75% 0.45% 　
上海総合 - - USDJPY 3M Vol 12.16% 0.34%

NY金 2,690.30 30.90 USDJPY 6M Vol 11.03% 0.25% 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】
WTI 69.83 1.66 USDJPY 1M 25RR ▲1.37% Yen Call Over

CRB指数 286.37 1.43 EURJPY 3M Vol 11.19% 0.59%

ドルインデックス 101.19 0.42 EURJPY 6M Vol 10.53% 0.51%

【予想レンジ】
通貨ペア

想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：大野・田川

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投資に関する最終決定
は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希望する旨をお申し出ください。
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海外市場のﾄﾞﾙ円は日経平均が上昇する動きに144.53まで戻すが、その後は上値を重く推移し、143.77ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方は、ｲ
ﾗﾝとｲｽﾗｴﾙの緊張が高まったことからﾘｽｸ回避の動きが強まり、更に10時に発表された米8月JOLT求人が予想を上回った一方、同

時に発表の米9月ISM製造業景況指数が構成指数である支払価格の大幅低下や、雇用が低下したことによりﾄﾞﾙ売りが優勢となり、
142.96まで下落する。その後は有事のﾄﾞﾙ買いや、軟調な株式市場が下げ渋る展開に、ﾄﾞﾙ円の下値はｻﾎﾟｰﾄされ、143.57ﾚﾍﾞﾙでｸ
ﾛｰｽﾞした。一方、ﾕｰﾛﾄﾞﾙは、ﾌﾗﾝｽの財政緊縮目標が先送りされるとの見方から仏国債買いが強まったものの、引き続き低調なﾕｰ
ﾛ圏製造業PMI結果等から上値を抑えられ、1.1085ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方はｲﾗﾝとｲｽﾗｴﾙ情勢を受けﾘｽｸ回避の動きが強まり、ISM

製造業景況指数でやや買い戻される局面もあったものの、ﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.1046まで下落する。午後は大幅に下落していた株式市場が
下げ幅を縮小する中、1.1077まで戻し、1.1068ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。
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東京時間のﾄﾞﾙ円は143.73ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。朝方、9月日銀会合の主な意見が公表されると、日銀が追加利上げを急がないとの見方
から円売り優勢となった。また、実需のﾄﾞﾙ買いも相場を押し上げ、仲値前には144円台へ上昇。その後、日経平均株価の下落を横

目に一服するも、米金利の反転上昇も追い風に144.46まで値を伸ばした。結局、144.42ﾚﾍﾞﾙで海外時間に渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､144.42ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡昨晩のFRB議長ｺﾒﾝﾄを受けて全般にﾄﾞﾙ高｡ｸﾛｽ円の下落に引っ張られﾄﾞﾙ円も下落｡

143.77ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡ﾕｰﾛﾄﾞﾙは､1.1138ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡ﾄﾞﾙ高に加え独長期金利の低下も相まってﾕｰﾛは軟調｡1.1085ﾚﾍﾞﾙでNY
に渡った｡ﾕｰﾛ圏9月CPIが前月比で予想外の▲0.1%となるも影響は限定的だった｡
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【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

10月1日 10:30 豪 小売売上高(前月比) 8月 0.7% 0.4%
16:55 独 製造業PMI・確報 9月 40.6 40.3
17:00 欧 製造業PMI・確報 9月 45 44.8
18:00 欧 CPI速報値(前年比) 9月 1.8% 1.8%
22:45 米 製造業PMI・確報 9月 47.3 47
23:00 米 ISM製造業景況指数 9月 47.2 47.5

【本日の予定】
Date Time Event 予想 前回

10月2日 15:30 日 植田日銀総裁あいさつ - - -
16:15 欧 デギンドスECB副総裁講演 - - -
18:00 欧 失業率 8月 6.4% 6.4%
21:15 米 ADP雇用統計 9月 125k 99k
22:00 米 クリーブランド地区連銀総裁あいさつ - - -
23:05 米 セントルイス地区連銀総裁あいさつ - - -

10月3日 00:00 米 ボウマンFRB理事講演 - - -
01:15 米 リッチモンド地区連銀総裁講演 - - -

昨日のドル円は荒い値動きとなった。東京時間のドル円は日銀による早期追加利上げ観測の後退や、日経平均株価の上
昇を材料に144円台まで上昇。海外時間に入ると中東情勢の緊迫化を受けたリスク回避の動きや、発表された米経済指標の
結果を受けドル売り優勢となり143円を割るも、引けにかけては有事のドル買いが優勢となり143円台を回復。

本日のドル円は上値の重い展開を予想。昨日公表された日銀短観は日本経済回復への足踏み感が示される内容となり、

日銀の追加利上げ後退観測を後押しするものとなった。また、米国で発表された経済指標の結果は雇用低下が意識される

内容であったものの、有事のドル買いがドル円の下値をサポートした。このような状況下、今週最大の注目は金曜日の米9月

雇用統計であるため、それまでに発表される米経済指標の結果が大幅に悪化しない限りドル円の下値は限定的とみる。本

日は本邦時間10時に米副大統領候補の討論会が予定されており、ドル円相場に影響を与えうるため警戒しておきたい。


